
Gene expression changes by chemical exposure 
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Y-axis: N3allEXP, Default Interpretation
Colored by: H2O2_1.2
Gene List: [t-test p<0.05(1of9)] and [FC>2(1of9,N3allEXP)] (79), IGU001_0045_F09.r selected
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βナフトフラボンにより活性化される遺伝子

Cathepsin  L-like protease

新たなマーカー遺伝子
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定量PCRと相関の見られない遺伝子の例

定量PCRと相関のある遺伝子の例

準備状況・DNAマイクロアレイ
解決すべき課題

•遺伝子発現変化の検出感度の差
プローブなどの検討

•搭載遺伝子数が少ない（ホルモン受容体など）
解析、搭載遺伝子の充実

今年度の計画

現在の評価用DNAマイクロアレイ　　178遺伝子

ESTの解析とプローブ設計　
搭載遺伝子数を増やす
問題点の解決（信頼性の向上）

３０００－５０００遺伝子を搭載した
DNAマイクロアレイを作製し評価

従来の内分泌攪乱化学物質の評価
作用メカニズムの解析
新規バイオマーカーの探索

これにより

をめざす
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2005        2006       2007       2008       2009

DNAマイクロアレイの作製

年次計画

化学物質曝露と
遺伝子発現解析

ホルモン曝露と
遺伝子発現解析

責任遺伝子の探索

遺伝子発現に基づく作用メカニズムの解明

遺伝子

細胞

組織、器官

個体

集団

生物種

生態系

化学物質影響のレベル

アプローチ困難
フィールド調査
モデル系の構築など

統合

遺伝子レベルから

個体・集団レベルから

化学物質の
生物影響の
評価

化学物質
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